
21
も
増
加
し
、
細
胞
の
成
長

停
止
と
老
化
を
促
進
す
る
。

中
川
院
長
は
、「
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
で
、
今
後
、
Ｓ
Ｂ
療
法
は

野
崎
徳
洲
会
病
院
（
大
阪
府
）
の
中
川
秀
光
院
長
は
４
月
９
日
、米
国
が
ん
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
）

２
０
１
３
年
年
次
総
会
で
、「
酪ら

く

酸さ
ん

ナ
ト
リ
ウ
ム
療
法
」
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
報
告
し
た
。

同
療
法
は
中
川
院
長
が
10
年
以
上
前
に
開
発
し
た
悪
性
脳
腫
瘍
の
治
療
法
。
質
疑
応
答
で
は

今
回
解
明
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
治
療
法
や
研
究
法
に
つ
い
て
も
質
問
が
相
次

ぎ
、
同
治
療
法
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

悪
性
脳
腫
瘍
は
、
脳
機
能

を
残
す
こ
と
を
最
優
先
に
治

療
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
治
療
手
段
が
限
定
的
で

難
治
の
疾
患
だ
。
中
川
院
長

は
、
代
表
的
な
悪
性
脳
腫
瘍

の
ひ
と
つ
、
神し

ん

経け
い

膠こ
う

腫し
ゅ

（
グ

リ
オ
ー
マ
＝
脳
神
経
細
胞
を

支
え
る
脳
神
経
膠こ

う

細さ
い

胞ぼ
う

〈
グ

リ
ア
細
胞
〉
に
発
生
す
る
が

ん
）と
、髄ず

い

腔く
う

内な
い

播は

種し
ゅ（

脳
を

取
り
囲
む
髄ず

い

液え
き

腔く
う

に
発
生
す

る
が
ん
）
に
有
効
な
「
酪
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
療
法
」
を
10
年

以
上
前
に
開
発
し
、
毎
年
米

国
と
欧
州
の
が
ん
学
会
で
治

療
法
な
ど
を
報
告
し
て
き
た
。

同
療
法
は
、
人
間
の
消
化

管
（
腸
間
膜
細
胞
内
や
門
脈

血
中
）
に
も
と
も
と
存
在
す

る
食
物
の
代
謝
物
質
、
酪
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｓ
Ｂ
＝
短
鎖

脂
肪
酸
）
を
脳
に
投
与
し
、

が
ん
の
進
行
を
抑
制
・
縮
小

さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
基
礎

研
究
と
そ
の
後
の
臨
床
応
用

で
安
全
性
と
有
効
性
を
確
認

で
き
た
た
め
、
中
川
院
長
は

６
年
前
に
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
乗
り
出
し
た
。

今
回
発
表
し
た
「
酪
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
が
ん
細
胞

の
分
化
と
浸
潤
抑
制
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
」で
は
、こ
れ
ま
で
不

明
だ
っ
た
Ｓ
Ｂ
の
脳
内
で
の

作
用
を
明
ら
か
に
し
た
。

当
初
、
中
川
院
長
は
基
礎

研
究
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
の
抗
が
ん

作
用
は
、
代
謝
を
制
御
す
る

ヒ
ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵

素
（
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
を
Ｓ
Ｂ
が

抑
制
し
、
高
ア
セ
チ
ル
化
を

も
た
ら
す
こ
と
が
原
因
。
あ

る
い
は
、
が
ん
細
胞
の
分
化

を
阻
害
す
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ

（
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
）

抑
制
物
質
を
Ｓ
Ｂ
が
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
原
因
と
推
察
。

し
か
し
、
ラ
ッ
ト
を
用
い
た

実
験
な
ど
に
よ
り
、
Ｓ
Ｂ
の

代
謝
能
力
自
体
が
、
が
ん
細

胞
を
抑
制
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

具
体
的
に
は
、
Ｓ
Ｂ
は
そ

の
代
謝
能
力
に
よ
り
、
が
ん

細
胞
の
分
化
を
促
進
し
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
（
細
胞
の
自
殺
）

を
早
め
、
が
ん
細
胞
の
一
生

を
短
期
間
に
抑
え
る
こ
と
で
、

多
組
織
へ
の
浸
潤
を
抑
制
。

ま
た
、
Ｓ
Ｂ
に
よ
っ
て
細
胞

周
期
制
御
タ
ン
パ
ク
質
の
ｐ

悪
性
脳
腫
瘍
の
治
療
法

作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

さ
ら
に
世
界
に
広
が
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
」
と
期
待
。
実

際
、
会
場
で
は
世
界
各
国
の

医
師
や
医
学
生
か
ら
質
問
が

相
次
ぎ
、
質
疑
応
答
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
た
た
め
、
場
所

を
移
し
て
説
明
し
た
ほ
ど
だ
。

と
く
に
同
療
法
は
難
治
の

グ
リ
オ
ー
マ
に
高
い
効
果
を

発
揮
。
同
院
で
再
発
性
の
グ

リ
オ
ー
マ
25
例
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
80
％
で
腫
瘍
の
縮

小
を
確
認
し
た
。
化
学
療
法

や
放
射
線
療
法
と
の
併
用
で
、

さ
ら
に
効
果
が
高
ま
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、グ
リ

オ
ー
マ
の
画
期
的
治
療
法
と

し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｓ
Ｂ
は
血
中
で

の
半
減
期
が
わ
ず
か
６
分
と

非
常
に
短
く
、
さ
ら
に
効
果

は
可
逆
的
（
元
に
戻
る
）
で
、

中
川
院
長
は
「
標
的
腫
瘍
で

効
果
を
発
揮
し
続
け
る
に
は
、

有
効
濃
度
で
の
持
続
投
与
が

必
要
で
す
」
と
問
題
点
を
明

か
す
。

そ
こ
で
中
川
院
長
は
、
標

的
腫
瘍
に
直
接
薬
剤
を
注
入

で
き
る
チ
ュ
ー
ブ
を
脳
内
に

埋
め
込
み
、
鎖
骨
下
に
ポ
ー

ト
（
出
入
り
口
）
を
つ
く
っ

て
、
７
日
間
連
続
投
与
可
能

な
ポ
ン
プ
を
接
続
し
、
薬
剤

を
投
与
す
る
方
法
を
編
み
出

し
た
（
図
）。
腫
瘍
は
あ
る

程
度
小
さ
く
な
る
と
、
投
与

を
止
め
て
も
再
び
大
き
く
な

米国がん学会で発表

中
川
・
野
崎
徳
洲
会
病
院
院
長
が
開
発

難
治
の
グ
リ
オ
ー
マ
に
高
い
効
果

札 幌
徳洲会
病 院

感
染
対
策
で
小
冊
子

札
幌
徳
洲
会
病
院
は
４
月

に
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

『
感
染
対
策 

虎
の
巻
』
を
作

成
し
た
。
今
年
度
入
職
し
た

55
人
の
新
人
看
護
師
を
は
じ

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
感
染
対
策
チ

ー
ム
）
ス
タ
ッ
フ
、
看
護
リ

ー
ダ
ー
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ

の
介
護
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
内
容

に
変
え
て
配
布
、
感
染
対
策

の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
Ｂ
５

用
紙
の
４
分
の
１
サ
イ
ズ
で

全
15
ペ
ー
ジ
。
手
指
衛
生
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
防
護
服
の
着

脱
の
順
番
、
感
染
経
路
別
予

防
策
、ゴ
ミ
（
医
療
廃
棄
物
・

一
般
）
の
分
別
方
法
な
ど
が
、

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
図
を
多

用
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

持
ち
運
び
や
す
さ
や
見
や

す
さ
だ
け
で
な
く
、
冊
子
自

体
が
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
。
汚
れ
た
手
で
触

れ
て
も
液
体
を
用
い
て
拭
け

る
よ
う
に
、
表
紙
と
裏
表
紙

に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
の
は
、同
院
の
上
戸
暢
子
・

感
染
管
理
認
定
看
護
師
と
小

毛
利
理
沙
・
感
染
管
理
認
定

看
護
師
の
２
人
。
パ
ソ
コ
ン

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
を
使
用
し
て
文
書
を
作

成
し
、
表
紙
と
裏
表
紙
に
製

本
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
、
各

ペ
ー
ジ
を
製
本
テ
ー
プ
で
つ

な
ぎ
と
め
る
な
ど
、
す
べ
て

が
“
お
手
製
”
だ
。

「
研
修
で
理
解
し
て
も
現
場

で
忘
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
確

認
で
き
る
ツ
ー
ル
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
用
い
た
材

料
は
い
ず
れ
も
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
手
軽
に
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、

上
戸
看
護
師
、
小
毛
利
看
護

師
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

さ
ら
に
、
感
染
対
策
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
タ

ー
「
テ
ヲ
ア
ラ
オ
」
も
考
案
。

虎
が
手
を
洗
っ
て
い
る
か
わ

い
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
を
、
上

虎
モ
チ
ー
フ
に
キ
ャ
ラ
も

戸
看
護
師
が
同
じ
く
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使

用
し
て
作
成
し
た
。

「
感
染
対
策
は
難
し
い
イ
メ

ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
が
ち
な
の

で
、
親
し
み
や
す
さ
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
り
ま
し

た
。
小
毛
利
看
護
師
と
相
談

新
庄
徳
洲
会
病
院
（
山
形

県
）
は
、
老
朽
化
な
ど
を
理

由
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
画

像
診
断
）
装
置
の
入
れ
替
え

を
行
い
、
４
月
８
日
か
ら
新

型
機
の
運
用
を
開
始
し
た
。

新
た
に
導
入
し
た
の
は
、

１
・
５
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た

０
・
５
テ
ス
ラ
の
装
置
に
比

べ
、
よ
り
高
精
細
で
良
質
な

検
査
画
像
を
得
る
こ
と
が
可

能
で
、
画
像
診
断
の
質
の
向

上
に
寄
与
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
脳
や
脊
髄
、
血
管
、
腹
部
、

四
肢
な
ど
全
身
を
検
査
で
き
、

小
さ
な
病
変
も
発
見
し
や
す

く
な
る
。

ま
た
検
査
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
身

体
負
担
が
軽
減
。
検
査
効
率

の
向
上
に
よ
り
、
緊
急
検
査

へ
の
対
応
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
迅
速
に
行
え
る
。

同
院
診
療
放
射
線
科
の
鈴

木
恵
次
技
師
長
は
「
新
型
Ｍ

Ｒ
Ｉ
に
よ
り
、
画
像
診
断
す

る
医
師
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
良

質
な
画
像
を
提
供
し
、
診
療

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

同
院
は
病
診
連
携
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
診
療
所
か

ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）
な
ど
の

各
種
検
査
を
受
託
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
地
域
連
携

を
充
実
さ
せ
、
新
し
い
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
共
同
利
用
を
広
め
て
い

き
た
い
考
え
だ
。

画
像
診
断
の
質
ア
ッ
プ

１･
５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

新
庄
徳
洲
会
病
院
が
導
入

る
こ
と
は
な
く
、
投
与
は
治

療
期
間
中
だ
け
で
す
む
。

こ
の
治
療
法
は
ポ
ー
ト
と

ポ
ン
プ
の
接
続
部
を
介
し
て

感
染
症
が
発
生
す
る
危
険
が

あ
り
、
治
療
費
も
安
く
は
な

い
が
、
Ｓ
Ｂ
療
法
が
広
く
認

知
さ
れ
れ
ば
、
将
来
的
に
保

険
適
用
の
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
体
内
植
え
込
み
式
ポ

ン
プ
の
普
及
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。

中
川
院
長
は
、「
Ｓ
Ｂ
療

法
は
高
い
確
率
で
治
療
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
グ
リ
オ

ー
マ
や
髄
腔
内
播
種
の
患
者

さ
ん
を
、
ぜ
ひ
紹
介
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
、
医
療
関

係
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

す
る
な
か
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ

な
ど
が
候
補
に
挙
が
っ
た
の

で
す
が
、『
や
っ
ぱ
り
徳
洲

会
な
ら
虎
だ
よ
ね
』
と
…
…
。

こ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」（
上
戸
看

護
師
）

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
ス
タ
ッ

フ
の
間
で「
か
わ
い
い
」、「
と

て
も
便
利
」
な
ど
好
評
を
博

し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
は

師
長
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
作
成
中

で
、
今
後
も
職
種
や
役
職
ご

と
に
内
容
を
変
え
、
衛
生
管

理
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
く
方
針
だ
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
効
果
は

早
く
も
現
れ
、
最
近
は
ス
タ

ッ
フ
か
ら
相
談
よ
り
も
報
告

の
件
数
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
上
戸
看
護
師
は
、「
少

し
ず
つ
で
す
が
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
を
一
人
ひ
と
り
が

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
感
染
管
理
認
定
看
護

師
が
必
要
で
な
く
な
る
日
が

来
る
の
が
理
想
で
す
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。

酪酸ナトリウム療法

　湘南鎌倉総合病院内科後期研修センターでは下記のイベントへの
参加者を募集しています。
◆平成26年度後期研修説明会・症例検討会
日時：５月25日（土）10～14時（昼食付き）
対象：湘南鎌倉病院の総合内科・血液内科・糖尿病内分泌内科・
神経内科・リウマチ科・呼吸器内科・消化器病センター・腎免疫
血管内科・脳卒中診療科で、後期研修あるいはスタッフ（医員）
を希望される方
内容：診療内容・研修内容の説明、最近経験した症例の勉強会
◆ 2013オープンケースカンファレンス
日時：５月29日（水）18～20時
対象：医療従事者（徳洲会グループ外、学生、初期・後期研修
医も申し込み可）
内容：臨床教育コンサルタントのジェラルド・スタイン・フロリダ大
学医学部客員教授と感染症コンサルタントの青木眞・米国感染
症専門医によるオープンケースカンファレンス（日本語通訳付き）
応募：Ｅメールの件名に「2013 オープンケースカンファレンス参
加希望」、本文に名前・所属・住所・電話番号・メールアドレス
を明記し、下記アドレスに送信してください。追って連絡します。

　いずれのイベントも場所は同院別館３階講堂。問い合わせ先
は同院内科後期研修センターの小林秘書まで。定員に達し次第、
募集を締めきります。

徳洲会内外から参加者を募集!!
湘南鎌倉総合病院２イベントを開催

E メール：miraiandyu@gmail.com

「ＳＢ療法は高い治療効果があ
ります。グリオーマの患者さん
を紹介してほしい」と中川院長

腫瘍に直接、薬剤が届くように脳
内に注入チューブを埋め込む

クモ膜

腫瘍

髄液

早くもハンドブック効果が現れている

キャラクターの「テヲアラオ君を見
たら『手を洗わなきゃ』と思ってほし
いですね」と上戸看護師

ハンドブックを活用し、患者さんの部
屋の入口の感染対策マークを新人看護
師に説明する小毛利看護師（左）
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